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2  �   Getting Results with RSView32 TrendX 

RSView32 TrendXについてについてについてについて 

RSView32 TrendX�は、リアルタイムおよび履歴処理データをモニタす
るための ActiveXコントロールです。また、TrendXはデータを収集す
る際に、ストリップ・チャート・レコーダ・ディスプレイも提供しま
す。 

システム要件システム要件システム要件システム要件 

RSView32 TrendXは、RSView32 Ver. 6.1以降が必要です。RSView32 
TrendXに推奨される必要条件は RSView32の必要条件に基づいていま
すが、プロジェクトの規模や複雑さによっては、より高速なプロセッ
サやより多くの RAMが必要になります。 

推奨ハードウェア：推奨ハードウェア：推奨ハードウェア：推奨ハードウェア： 200MHz Intel® Pentium® プロセッサおよび 64Mバ
イトの RAMが搭載されたパーソナルコンピュータ。個々のアプリケー
ションにより、より高速なプロセッサやより多くの RAMが必要にな
ることもあります。推奨値の詳細は、ロックウェル・ソフトウェアの
サポート・ライブラリhttp://support.software.rockwell.com/supportlibrary/
でテクニカルノート A1191を参照してください。 

推奨オペレーティングシステム：推奨オペレーティングシステム：推奨オペレーティングシステム：推奨オペレーティングシステム：Microsoft® Windows NT®ワークステー
ション、Ver. 4.0 (Service Pack 6a付き)。Windows® 95/98および
Windows 2000もサポート(RSView32 6.3が必要)。 

RSView32 TrendXのインストールのインストールのインストールのインストール 

以下の手順では、RSView32 Extensions CD-ROMからコンピュータに
RSView32 TrendX ソフトウェアをインストールする方法を説明します。
RSView32 TrendXをインストールする前に、RSView32 6.1以降または
RSView32 Active Display Systemのいずれかがコンピュータにインスト
ールされていることを確認してください。 

RSView32 TrendXは、インストールプロセス中にプログラムフォルダ
を作成し、オペレーティングシステムのレジストリエントリを修正し
ます。RSView32 TrendX を Windows NT 上にインストールするときは、
インストールプログラムでレジストリを修正できるように、管理者権
限を持つユーザとしてログインする必要があります。 
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インストールの手順 

1. 開いているWindowプログラムをすべて閉じます。 

2. RSView32 Extensions CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。
CD-ROMは、自動的に起動されるはずです。 

CD-ROMが自動的に起動しない場合は、D:\START.EXEを実行して
ください。Dは CD-ROMが挿入されているドライブです。 

3. セットアッププログラムがインストール可能な RSView32のアドオ
ン製品のリストを表示します。RSView32 TrendXの対応するボタン
をクリックして、画面に表示される指示に従います。 

4. Select Componentウィンドウで、Full Installまたは Controls Only
のいずれかを選択します。 

��RSView32 TrendX開発システムおよび実行時システムをすべて
インストールするときは、Full Installを選択します。 

��RSView32 TrendX ActiveXコントロールと RSView32 Active 
Display Systemクライアントをインストールするときは、
Controls Onlyを選択します。 

5. インストールが完了したら、RSView32を実行する前に必ずコンピ
ュータをシャットダウンして再起動してください。 

Active Displayクライアントへの ActiveXコントロールのイ
ンストール 

RSView32 Active Display Systemを実行するときは、グラフィックスデ
ィスプレイに表示するために、ActiveXコントロールが Active Display 
Stationまたはクライアントコンピュータにインストールされているこ
とが必要です。RSView32 Active Display System (Ver. 6.2以降)は必要に
応じて、.CABファイルとMicrosoft Internet Explorerを使用して、
ActiveXコンポーネントを分散できます。 

RSView32 TrendXなど RSView32 Special Editionソフトウェアのすべて
のコンポーネントには、自動インストールを可能にする.CABファイル
が含まれています。すべてのクライアントコンピュータに TrendX 
ActiveXコントロールをインストールする必要はありませんが、個々の
クライアントコンピュータ上のMicrosoft Internet Explorerに特定のオプ
ションを設定する必要があります。詳細は、ロックウェル・ソフトウ
ェアのサポート・ライブラリ
http://support.software.rockwell.com/supportlibrary/でテクニカルノート
A1403を参照してください。 
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Internet Explorerの構成 

以下の手順は、Microsoft Internet Explorer Ver. 4.0および 5.0を対象とし
ています。 

1. Windows Starメニューから、Start > Settings > Control Panelの順に位
置付けます。 

2. Internetアイコンをダブルクリックして、そのプロパティを開きま
す。 

3. Generaタブ上で、Settingsボタンをクリックします。 

4. Every Visit to the Pageオプションを選択します。OKをクリックしま
す。 

5. Securityタブをクリックします。 

6. クライアントコンピュータが Active Display Stationと同じイントラ
ネット上にある場合は、Local Intranet Zoneを選択します。Active 
Display Stationがローカルではない場合は、Trusted Sites Zoneを選択
して、サーバコンピュータを Siteリストに追加します。(Internet 
Explorer 4.0を使用しているときは、Resetボタンをクリックしま
す。) 

7. 以下の方法を使用して、Security Settingウィンドウを開きます。 

��Internet Explorer 5.0を使用しているときは、Custom Levelボタン
をクリックします。 

��Internet Explorer 4.0を使用しているときは、Internet Zoneボック
スで、Customを選択してから、Settingsボタンをクリックします。 

8. Security Settingウィンドウで、オプション Download Unsigned 
ActiveX Controlsを Promptまたは Enableのいずれかに設定します。
OKをクリックします。 

9. OKをクリックして、Internet Propertieウィンドウを閉じます。 
 

 

ヒントヒントヒントヒント RSView32 6.2以降で保存される RSView32グラフィック
ファイル(.GFX)だけが ActiveX .CABファイルの自動イン
ストールをサポートしています。 
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ようこそようこそようこそようこそRSView32 TrendXへへへへ 

TrendXは、RSView32, RSLogix™, または Microsoft® Visual Basic™などの
ソフトウェアコンテナに埋め込まれる ActiveXコントロールで、リア
ルタイムおよび履歴トレンド分析を可能にします。 

TrendXを使用するには、RSView32グラフィックスディスプレイに
TrendX ActiveXコントロールを埋め込んで、RSView32データログから
のデータを表示するように構成します。実行時チャート上のペンは、
TrendXコントロールに追加したタグからのデータを表します。TrendX
は広範囲に渡り、柔軟な実行時制御を行ないます。実行中のペンの追
加、絶縁または重複したトレンド線間での切換え、独自の線構成の指
定、XYプロットのある変数を他の変数と対比させたプロット、チャー
トデータの印刷が可能です。 

RSView32 TrendXの詳細の詳細の詳細の詳細 

TrendXは、RSView32 ActiveXツールバーに組込むことができます。単
純にクリック&ドラッグするだけで、TrendX ActiveXコントロールを
RSView32グラフィックスディスプレイに埋め込むことができます。
RSView32 TrendXコントロールには、編集モードと実行時のどちらで
も構成可能な豊富なプロパティセットが組み込まれています。 

Line legend Chart title Current value legend

VCR scroll
buttons

Overlay
pens

Value bar
 

VCRスクロール
ボタン 

値バー

オーバレイ
ペン 

チャートタイトル 現在値のレジェンド ラインレジェンド 
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データ値のモニタ 

1つの TrendXコントロールで、最大 100個のタグの値を表示すること
ができます。 

Trendプロパティタブには、以下の機能があります。 
�� RSView32プロジェクトからタグおよび履歴データログモデルを検
索する。 

�� データログモデルのすべてのタグまたは選択したタグのみを
TrendXコントロールに追加する。 

�� リアルタイムデータをモニタするタグを個々に選択する。 

個々のタグは、TrendXチャート上にグラフ表示されるペンに対応する
データを示しています。個々のペンに対して、色、可視性、幅、タイ
プ(アナログ、ディジタル、全幅)、スタイル(点線、破線、実線)、各デ
ータポイントのプロット・シンボル・マーカ、工学単位、テキスト説
明などの属性を設定することができます。 

ラインレジェンド 

チャートの左側にあるオプションのラインレジェンドは、各ペンに設
定された属性を表します。設定されている場合、実行時に黒色で囲ま
れたホットスポット領域をダブルクリックすると、対応するプロパテ
ィタブが表示され、そこで即座に変更することができます。 

 

現在値レジェンド 

チャートの右側にあるオプションの現在値レジェンドは、ペンアイコ
ン、ペンの現在値、およびデータが最後に収集された時刻を表すこと
ができます。 

 

最後に収集された時刻

ペンの値

ペンアイコン 

ペンの最小/最大値

ペンのキャプション

工学単位
ホットスポット領域
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値バー 

実行時に、チャート上のポイントをクリックするだけで、TrendXはペ
ンの数値と日付および時刻を示す値バーを横方向に表示します。 

 

リアルタイムデータへの履歴データのオーバレイ 

TrendXを使用すると、グラフ表示されるデータのスナップショットを
キャプチャして、ファイル名を付けてそのデータを保存し、保存した
データを現在のトレンドデータの上に配置することができます。この
機能により、履歴データを現在のデータまたは複数のデータセットと
簡単に重ね合わせて比較できます。 

実行時にマウスの右ボタンをクリックして、コンテキストメニューか
ら、オーバレイ機能へのアクセスの許可または禁止を TrendXコントロ
ールに設定することができます。 

 

値バー
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テンプレートの使用による一貫したトレンドビューの作成 

TrendXチャートに関する構成設定をテンプレートに保存し、その設定
を他のトレンドチャートに適用すると、一貫した外観が得られます。
テンプレートは、同じデータの数種類のビューを作成したり、表示オ
プションを試した後に、標準の表示にすばやく戻るときにも役立ちま
す。 

 

実行中のトレンドプロパティの変更 

TrendXは、実行時に並はずれた柔軟性を発揮します。構成中に、オペ
レータが実行時にアクセスできるプロパティを決定します。タブ付き
のプロパティページごとに表示するか隠すか、実行中の特定のチャー
トのビヘイビア(振る舞い)を許可するか、禁止するかを TrendXチャー
トに構成し、マウスの右ボタンをクリックすると表示されるコンテキ
ストメニューに表示するオプションを指定することができます。 
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トレンドデータのスクロール、ズーム、およびパン 

VCR形式のコントロールボタンとキーボードコマンドを使用すると、
実行時データ全体を迅速にかつ簡単にナビゲートすることができます。
TrendXコントロールの構成で許可されていれば、チャート上でクリッ
ク&ドラッグして、特定のデータにズームインして詳細を参照したり、
データ全体をすばやくパンすることもできます。 

VCRボタンを使用したデータのスクロール 

oldest data
back full
timespan

back half
timespan

pause/resume scrolling

forward half
timespan

forward full
timespan

most
current
data

 

綿密な調査のためのズームイン 

 

迅速なデータのパン 

 

最も古い
データ 

最も新しい
データ 

フルタイム
スパン戻す 

ハーフタイム
スパン戻す 

ハーフタイム
スパン進む

フルタイム
スパン進む

スクロールの一時停止/再開

選択した領域にズームできるまでチャート
上をクリックしてドラッグする。 

Y軸または X軸レジェンドでマウスの右ボタンを
クリックしてから、マウスをドラッグする。 

Y軸または X軸レジェン
ドでクリックしてからド
ラッグする。 

スクロールを一時
停止する。
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オブジェクトモデルによる TrendX機能の自動化 

TrendXは、RSView32に埋め込まれたプログラミング言語、Microsoft 
Visual Basic for Applications™からのプログラミングアクセスを可能に
するオブジェクトモデルも公開しています。例えば、TrendXオブジェ
クトモデルを使用して、RSViewボタンに TrendXプロパティタブを開
く、チャートを印刷する、テンプレートをロードする、などのコマン
ドを割当てることができます。詳細は、TrendXオンラインヘルプを参
照してください。 

YAxis
Application
CustomMax
CustomMaxOption
CustomMaxTagName
CustomMin
CustomMinOption
CustomMinTagName
DisplayGridLines
DisplayScale
GridLineColor
IsolatedGraphing
MinMaxOption
NumDecimalPlaces
NumGridLines
Parent
PercentIsolation
ScaleAsPercent
ScalingLine
ScalingOption
SelectedPenScale

RSTrendX
BackgroundColor
BufferSize
ChartFont
ChartMode
ChartRadix
ChartStyle
ChartTitle
ContainerType
DataServer
DataPointConnection
Deadband
Display24HrFormat
DisplayElapsedTime
DisplayLineLegend
DisplayMilliseconds
DisplayMinMax
DisplayPens
DisplayPenValues
DisplayProgressBar
DisplayScrollMechanism
DisplayTime
DisplayTitle
DisplayValueBar
HeartbeatRate
MaxTagNameLength
Overlays
PenCaptionStyle
Pens
RefreshRate
RuntimeAttributesEnabled
Scroll
ScrollMechanism
ScrollMode
TemplateLoadOptions1
TemplateLoadOptions2
WindowColor
WindowStyle
XAxis
XYPlotXAxisPen
YAxis
[ClearChart]
[CreateSnapshot]
[DisplayPropertyPages]
[GetValueBarPosition]
[LoadHistoricalData]
[LoadTemplate]
[NewData]
[PrintChart]
[RefreshChart]
[SaveTemplate]
[ScrollChart]
<ChartConfigChanged>
<ChartModeChanged>
<HistoricalDataRequested>
<PenConfigChanged>
<RefreshRateExpired>
<StartTimeOrSpanChanged>
<VcrButtonPressed>

Pens
Application
Count
Parent

[Item]
[Add]
[Remove]

XAxis
Application
DisplayGridLines
DisplayScale
GridLineColor
NumGridLines
Parent
StartTime
TimeSpan

[SetStartTimeAndSpan]

Overlays
Application
Count
Parent

[Item]
[Add]
[Remove]

Overlay
AnchorType
Application
DefaultStartTime
EndPenNumber
Filename
OffsetPercent
Parent
StartPenNumber
StartTime
Visible

Pen
Application
Color
CurrentScaleMax
CurrentScaleMin
Description
EngineeringUnits
Marker
Max
Min
Parent
ServerName
Style
TagGroupName
TagName
Type
Value
Visible
Width

[GetSpecifiedValue]

KEY

Property
[Method]
<Event>

Object

Collection
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Test run
Normal

クイックスタートの手順クイックスタートの手順クイックスタートの手順クイックスタートの手順 

以下の手順は、単純な TrendXチャートを構成し、実行する方法を説明
しています。この例では、すでにデータログモデルが作成されている
TrendXサンプルプロジェクトを使用します。 
 

 

ヒントヒントヒントヒント 以下の手順を実施しているときにより詳細な情報が必要に
なった場合は、任意のタブの上で、Helpボタンをクリック
してください。 

ステップ 1  �  TrendXチャートの構成 

以下の手順では、Trendチャートを素早く構成するためにデフォルト設
定を使用します。 

1. RSView32を起動して、TrendX Sample.rsvという名前のプロジェク
トを開きます。 
Starメニューから、Programs > Rockwell Software > TrendX > TrendX 
Sample Projectを順に選択するか、または RSView32 TrendXがイン
ストールされたディレクトリで、TrendX Sample.rsvを探します。 

2. RSView32プロジェクトマネージャから、新しいグラフィックスデ
ィスプレイを作成します。 

3. TrendX Activeコントロールを埋め込みます。 
ActiveXツールボックスを使用して ActiveXコントロールを埋め込
むか、または RSView32メニューから Objects > ActiveX Controlを選
択します。 

4. コントロールをマウスの右ボタンでクリックして、RSTrendX object 
> Propertiesを選択します。 

5. Pensタブで、Add/Configure Tagボタンをクリックします。 
6. Historical Tag Groupボックスのタグから、CureProcという名前のデ
ータログモデルを選択してから、Add All ボタンをクリックします。 
CureProcデータログモデルに含まれているすべてのタグが Tags to 
Monitorボックスに移動したことを確認します。 

7. OKをクリックして、Configure Tagウィンドウを閉じます。 
CureProcデータログモデルのタグが Pensタブの Pen Attributesボッ
クスに表示されていることを確認します。 

8. OKをクリックして、TrendX propertyタブを閉じます。 
9. RSView32ツールバーで、Test Runボタンをクリックします。 

CureProcデータログモデルに含まれているタグからのデータがチャ
ートにシミュレートされる様子を監視します。 

10. テストランを終了するには、RSView32ツールバーで Normalボタン
をクリックします。 

11. グラフィックディスプレイに QuickStartという名前を付けて保存し
ます。画面上のグラフィックディスプレイは開いたままにしておき
ます。 
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Test run
Normal

ステップ 2  �  詳細な構成オプション 

使用可能な構成オプションについては、TrendXプロパティタブの Help
ボタンをクリックしてください。 

1. 作成した QuickStartグラフィクスディレプレイで、TrendXコントロ
ールをマウスの右ボタンでクリックしてから、RSTrendX object > 
Propertiesを選択します。 

2. Generalタブで、チャートのタイトルを Quick Start Trendに変更しま
す。 

3. Displayタブで、以下の変更を行ないます。 

�� 背景の色をライトグレーに変更する。 
�� Line Legendボックスで、Display min/max valuesの選択を解除す
る。 

�� Line Legendボックスで、Pen Captionを Descriptionに変更する。 

4. Pensタブで、すべてのペンの幅を 3に変更します。 

すべてのペンの幅を一度に変更するには、はじめに Pen Attributesボ
ックスで[Ctrl]キーを押しながら個々のタグ名をクリックして、すべ
てのペンを選択します。Multiple Pen Editsボックスで、Widthをク
リックして 3を選択してから、Apply to Selected Pensボタンをクリ
ックします。 

5. X-Axisタブで、タイムスパン(時間の間隔)を 30secに変更します。 

6. Y-Axisタブで、Isolated Graphingを選択します。 

7. OKをクリックして、TrendXプロパティを閉じて変更を有効にしま
す。 

8. RSView32ツールバーで、Test Runボタンをクリックします。 

チャートの表示が変わったことを確認します。 

9. テストランを終了するには、RSView32ツールバーで Normalボタン
をクリックします。 
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ステップ 3  �  スナップショットファイルのキャプチャお
よびオーバレイ 

1. TrendXコントロール・プロパティ・タブを使用して、ペン、開始日
付および時刻、期間、およびスナップショットファイルに含めるそ
の他のトレンドオプションを設定します。 

2. RSView32プロジェクトを実行します。 

TrendX Sample.rsvプロジェクトで作業を行なっている場合は、開い
ているMainTrendディスプレイを閉じてから、前のステップで作成
した QuickStartディスプレイを開きます。 

3. チャートで最低 1分間はデータをモニタできるようにします。 

4. チャートデータをキャプチャするには、コントロールをマウスの右
ボタンでクリックしてから、Create Snapshotを選択します。スナッ
プショットにファイル名を付けて保存します。 

5. スナップショットファイルを現在のチャートに追加するには、コン
トロールをマウスの右ボタンでクリックしてから、Chart Properties
を選択します。 

6. Overlaysタブで、Addボタンをクリックします。新しいスナップシ
ョットファイル名を選択して、Openをクリックします。 

Overlaysタブの Overlay Attributesボックスに、追加されたスナップ
ショットファイルがリストされます。 

7. Pensタブをクリックして、スナップショットファイルのタグが Pen 
Attributesボックスにリストされていることを確認します。 

スナップショットファイルのペンの属性は、他のペンの属性と同様
に変更することができます。 

8. TrendXプロパティタブを閉じるには、OKをクリックします。 

今度は、実行時チャートには、スナップショットファイルのペンが
他のペンの上に重ねて表示されます。 

9. オーバレイの位置を決めるには、チャートを右クリックして、
Overlays > Relocate > スナップショットファイル名の順に選択します。 

カーソルの形状が両方向矢印の形になります。クリック&ドラッグ
して、オーバレイをチャート上に位置付けます。 

さらに厳密に制御したい場合は、Overlaysタブを使用して、位置ま
たは時刻でスナップショットファイルを固定します。チャートを右
クリックして、Overlays > Propertiesを選択します。Anchor行をクリ
ックすると、位置と時刻の間で設定が切り換わります。 

10. プロジェクトの実行を終了して、編集モードに戻ります。 
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ステップ 4  �  テンプレートの作成および適用 

この例では、現在のチャート構成の一部をテンプレートとして保存し、
そのテンプレートをトレンドチャートに適用します。 

1. 前のステップで作成した QuickStartディスプレイで、TrendXコント
ロールのプロパティタブを開きます。ディスプレイが、テスト・ラ
ン・モードではなく、ノーマルモードであることを確認します。 

2. Templateタブをクリックします。オプションボックスの左側で、
個々のプロパティタブ名をクリックして選択します。ボックスの右
側で、デフォルトとしてすでに選択されている構成オプションを確
認します。この例では、すべてのデフォルト設定を新しいテンプレ
ートに保存します。 

3. Save Templateボタンをクリックします。例えば QuickStart Template
のようなファイル名を指定します。 

4. 次に、現在のチャートにいくつかの変更を加えます。 

�� Generalタブで、Chart Titleの選択を解除する。 

�� Displayタブで、Current Value Legendオプションと Line Legend
オプションの選択を解除する。背景の色を明るい黄色に変更す
る。 

�� Pensタブで、最初のペン以外のすべてのペンに対する Visibility 
(可視性)をオフにする。 

5. OKをクリックして、プロパティタブを閉じます。RSView32ツール
バーにある Test Runボタンをクリックし、チャートの表示が変更さ
れたことを確認します。次に、Normalボタンをクリックしてテスト
ランを終了します。 

6. 今度は、テンプレートを適用します。チャートをマウスの右ボタン
でクリックして、TrendXプロパティを開きます。 

7. Templatesタブで、Load Templateボタンをクリックします。作成し
たテンプレートファイルの名前を選択してから、Openをクリック
します。 

8. TrendXプロパティタブを閉じるには、OKをクリックします。 

9. RSView32ツールバーにある Test Runボタンをクリックして、テン
プレートをロードした影響を確認します。編集モードに戻るには、
Normalボタンをクリックします。 

 
 

ヒントヒントヒントヒント TrendX Sample.rsvプロジェクトには、アプリケーションで
のテンプレートの使用例がいくつか含まれています。 

Test run
Normal
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ステップ 5  �  実行時の柔軟性の詳細 

TrendXコントロールの構成方法によって、構成可能なプロパティのほ
ぼすべてをオペレータが実行時に使用できるようにすることも、一切
使用できないようにすることも可能です。この例では、実行時に使用
可能なオプションをいくつか取り上げます。 

1. 前のステップで作成した QuickStartディスプレイで、TrendXコント
ロールのプロパティを開いてから、Runtime タブをクリックします。 

オペレータが実行時に使用することを許可または禁止できるオプシ
ョンが多数あることがわかります。(これらのオプションの詳細は、
タブの Helpボタンをクリックしてください。) 

2. TrendXプロパティタブを閉じます。Quick Startグラフィックスディ
スプレイを保存します。((ディスプレイが、テスト・ラン・モード
ではなく、ノーマルモードであることを確認します。) 

3. RSView32サンプルプロジェクトを実行します。最初に開いた
MainTrendディスプレイを閉じてから、Quick Startグラフィックス
を実行します。 

4. チャートをクリックして、値バーを表示します。 

5. チャートをマウスの右ボタンでクリックして、コンテキストメニュ
ーで使用可能なオプションを確認します。Chart Propertiesを選択し
ます。任意のタブを使用して、チャートを変更し、次に OKをクリ
ックして、プロパティタブを閉じます。 

Runtimeタブを除くすべての TrendXプロパティタブは、作業に使用
できます。 

変更内容は、実行時チャートでただちに有効になりますが、そのチ
ャートには変更が保存されません。 

6. マウスポインタをラインレジェンドと現在値レジェンドに移動し、
青色で囲まれたボックスを確認します。ボックスが表示されたら、
その内側をダブルクリックし、使用可能なオプションに注意します。 

7. データ全体をパンするには、チャート左側にある Y軸レジェンド内
部でマウスポインタをクリック&ドラッグします。それから、チャ
ート最下部の X軸レジェント内部でマウスポインタをドラッグしま
す。 

8. データにズームインするには、チャート上でクリック&ドラッグし
ます。再度ズームアウトするには、チャートをマウスの右ボタンで
クリックしてコンテキストメニューを表示してから Undo Zoom/Pan
を選択します。 

9. 調査が終了したら、Quick Startディスプレイを閉じます。MainTrend
ディスプレイを実行し、既製のサンプルプロジェクトを調査します。 

 
 

ヒントヒントヒントヒント サンプルプロジェクトに関するヘルプを参照するには、任
意のグラフィックスディスプレイ上の疑問符マーク(?)ボタ
ンをクリックして、オンラインヘルプを開きます。 
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RSView32 TrendXオンラインヘルプの使用方法オンラインヘルプの使用方法オンラインヘルプの使用方法オンラインヘルプの使用方法 

RSView32 TrendXオンラインヘルプは、RSView32 TrendXの概要、参
照情報を提供し、全機能の使用方法を手順に沿って解説します。
RSView32の実行中にオンラインヘルプを開くには、以下のいずれかを
実行します。 

�� 任意のウィンドウで Helpボタンをクリックする。 

�� RSView32メニューバーで、Helpをクリックしてから Contentsをク
リックする。 

ヘルプの目次の表示および印刷ヘルプの目次の表示および印刷ヘルプの目次の表示および印刷ヘルプの目次の表示および印刷 

RSView32 TrendXヘルプの概要を表示するには、Contentsタブをクリ
ックしてから RSView32 TrendXブックをダブルクリックします。 

ヘルプトピックの一部を印刷するには、Contentsタブでブックを選択
してから、Printボタンをクリックします。そのブックに含まれている
すべてのトピックが印刷されます。 

In the RSView32
Contents, double-

click RSView32
TrendX.

Select a book and
click Print to print all

of the topics within
that book.

 

RSView32の目次で、
RSView32 TrendXを

ダブルクリックします。

ブックを選択し、Print
をクリックすると、その
ブック内の全トピックが

印刷されます。
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ポップアップヘルプ内のトピックの印刷ポップアップヘルプ内のトピックの印刷ポップアップヘルプ内のトピックの印刷ポップアップヘルプ内のトピックの印刷 

ポップアップウィンドウ内のトピックを印刷するには、そのトピック
を右クリックして、コンテキストメニューから Print Topicを選択しま
す。 

Right-click
inside a popup
topic, and then
select Print
Topic.

 

ポップアップトピッ
ク内でマウスの右ボ
タンをクリックし
て、Print Topicを選
択します。 
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索引の使用方法索引の使用方法索引の使用方法索引の使用方法 

ヘルプの索引は本の索引とよく似ており、ヘルプ内のトピックを表す
キーワードがリストになっています。索引を表示するには、Indexタブ
をクリックします。 

As you type a
word here, index
entries are listed

below.

To see a topic,
double-click it

here.
 

オンラインヘルプの使用方法に関する追加情報オンラインヘルプの使用方法に関する追加情報オンラインヘルプの使用方法に関する追加情報オンラインヘルプの使用方法に関する追加情報 

組込み型のヘルプシステムを最大限に利用するためのヒントとコツを
習得するには、RSView32メニューバーで、Help>Using Helpをクリッ
クします。 

RSView32 TrendXバージョン情報の検索バージョン情報の検索バージョン情報の検索バージョン情報の検索 

RSView32 TrendXのバージョンおよびシリアルナンバーを検索するに
は、Help>About RSView32をクリックし、Add-onsボタンをクリックし
ます。TrendXを選択してから、Detailsボタンをクリックします。 

このフィールドにワ
ードを入力すると、
下のフィールドに索
引エントリがリスト

されます。

トピックを参照する
には、このフィール
ドで目的のトピック
をダブルクリックし

ます。
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RSView32 TrendXサンプルプロジェクトの実行サンプルプロジェクトの実行サンプルプロジェクトの実行サンプルプロジェクトの実行 

動作中の TrendXデータをを参照し、独自の TrendXディスプレイを
RSView32内に作成するための情報を得るには、RSView32 TrendXサン
プルプロジェクト全体に目を通します。Startメニューから、Programs 
> Rockwell Software > TrendX > TrendX Sample Projectの順に選択するか、
または RSView32 TrendXがインストールされたディレクトリで TrendX 
Sample.rsvを探します。 

 
 

ヒントヒントヒントヒント ファイルを素早く検索するには、Windowsの Startメニュ
ーから、Find > Files or foldersの順に選択します。 

 

詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報 

RSView32の詳細は、以下のマニュアルを参照してください。 

Getting Results with RSView32 
Rockwell Software 
DOC ID：9399-2SE32GR 

Getting Results with RSView32 
Active Display system 
Rockwell Software 
DOC ID：9399-RSVADSGR 

RSView32ユーザーズガイドユーザーズガイドユーザーズガイドユーザーズガイド 
Rockwell Software 
DOC ID：9399-2SE32UG 
RSView32のインストレーション
CD-ROMや、Programs>Rockwell 
Software>RSView32メニューから
も参照できます。 

テクニカルサポートテクニカルサポートテクニカルサポートテクニカルサポート 

RSView32 TrendXに関する疑問点があるときは、本書や RSView32 
TrendXオンラインヘルプを参照してください。または、
Help>Rockwell Software on the Webの順にクリックし、ホームページを
選択して参照します。Rockwell Software on the Webを使用するには、
コンピュータにWebブラウザがインストール済みで、その時点でイン
ターネットに接続されている必要があります。 

それでも問題が解決されない場合は、当社にお問い合せください。 

その際には、RSView32 TrendXを実行中のコンピュータを操作できる
状態で、以下の情報をご用意ください。 

�� 製品のバージョン番号 

�� ご使用のハードウェアのタイプ 

�� 画面に表示された正確なメッセージの内容 

�� 発生した問題と、その問題発生時に取った処置の説明 

�� 問題を解決するために取った処置の説明 
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ＡＡＡＡ 
Active Display 
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自動インストール � 3 
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Internet Explorerの構成 � 3 

Controls Onlyインストール� 3 

ＤＤＤＤ 
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例 � 13 

ＥＥＥＥ 
Editプロパティタブ 

TrendXコントロールの右クリック� 12 

ＦＦＦＦ 
Full Install � 3 

ＧＧＧＧ 
Generalタブ 

例 � 13    

I 
Internet Explorer 

ActiveXコントロールの 
自動インストール � 3 

Isolated graphing 
Y-Axisタブで � 13 

P 
Pensタブ 

例 � 13 

ＲＲＲＲ 
RSView32 Active Display System 

ActiveXコントロールの 
自動インストール � 3 

RSView32 TrendX 
インストール � 2 

概要 � 6 

クイックスタートの手順 � 12 

サンプルプロジェクト � 21 

RSView32 TrendXのインストール 

Active Displayクライアントの 
自動インストール � 3 

Controls Only � 3 
Full Install � 3 
インストール手順 � 2, 3 

T 
TrendXコントロールの組込み 

グラフィックスディスプレイで � 12 

ＸＸＸＸ 
X-Axisタブ 

例 � 13 

ＹＹＹＹ 
Y-Axisタブ 

例 � 13 
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ああああ 
値バー 

実行時の表示 � 16 

いいいい 
色 

背景の色の変更 � 13 

おおおお 
オーバレイ 

例 � 8 

スナップショットファイル � 14 

くくくく 
クイックスタート 

実行時の柔軟性の詳細 � 16 

スナップショットファイルのキャプチャ
およびオーバレイ � 14 

テンプレートの作成および適用 � 15 

けけけけ 
現在値レジェンド 

Displayタブで � 13 

表示/非表示 � 13 

例 � 7 

ここここ 
構成 

実行時オプション � 16 

テンプレート � 15 

ささささ 
作成 

スナップショットファイル � 14 

サンプルプロジェクト 

クイックスタート手順を使用 � 12 

ディレクトリ � 21 

しししし 
実行時 

構成オプション � 16 

データ全体のパン � 16 

データのズームイン � 16 

すすすす 
スナップショットファイル 

作成 � 14 

例 � 8 

ズーム 

実行時 � 16 

たたたた 
タイトル 

変更 � 13 

タイムスパン(時間間隔) 

X-Axisタブで � 13 

タグの追加 

データログモデルから � 12    

ちちちち 
チャートのタイトル 

Generalタブで� 13 

てててて 
データログモデル 

タグの追加 � 12 

はははは 
背景の色 

Displayタブで � 13 

幅 

ペンの変更 � 13 

パン 

実行時 � 16 
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ふふふふ 
複数のペンの編集 

例 � 13 

へへへへ 
ヘルプ 

サンプル TrendXプロジェクト � 21 

変更 
Isolated graphing � 13 
現在値レジェンド � 13 

タイムスパン(時間間隔) � 13 

チャートのタイトル � 13 

背景の色 � 13 

複数のペンのオプション � 13 

ペンの色 � 13 

ペンのキャプション � 13 

ペンの幅 � 13 

ラインレジェンド � 13 

ペンのキャプション 

オプションの変更 � 13 

らららら 
ラインレジェンド 

オプションの変更 � 13 

りりりり 
履歴データ 

トレンドチャートのオーバレイ � 8 

れれれれ 
レジェンド 

現在値レジェンド � 7, 13 

ラインレジェンド � 13 
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